
平成３０年度 学校評価実施報告書 

幼稚園名（西院幼稚園） 

 

教育目標 

心豊かに幼稚園生活を楽しみ，自律する子どもの育成 

 

年度末の最終評価 

自

己

評

価 

教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し 

 

学

校

関

係

者

評

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

 

学校関係者評価の評価日・評価者 

 評価日  評価者  

中間評価 8 月 27 日（月） 学校運営協議会 

最終評価   

 

（１）幼児が主体的に遊ぶ姿を重視する  保育の改善・充実 

具体的な取組 

・人とかかわり，主体的に遊ぶための環境構成に努める。 

・幼児自らが考えたり工夫したりして主体的に遊べる環境構成と教師の援助について考え，実践する。 

・長期見通しをもった保育実践と年間指導計画の改善 

（取組結果を検証する）各種指標 

・子どもの姿の変容 週案の反省評価 事例  

・保護者アンケート項目①「自分から遊びを見つけ，楽しんで遊んでいる」②「子どもが楽しんで遊べ

る環境づくりに努力している」教職員アンケート項目「人とかかわり，主体的に遊ぶための環境づく

りに努力している」 

 

 



 

中間評価 

各種指標結果 

・子どもの姿の変容について週案で反省することは進めてきた。しかし，反省評価を次の週案に反映 

させ，カリキュラムマネジメントしていくことに課題が残った。 

・保護者からのアンケート①②については９５～１００％が当てはまると評価していただいた。教員評

価「人とかかわり，主体的に遊ぶための環境づくりに努力している」に関しては，課題が残った。 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・子どもたちは，担任をはじめ，教職員とかかわり親しみを感じ，安定して過ごすことができてい

る。さらに子どもたちが、自ら考えたり工夫したりして主体的に遊ぶためには、担任が長期的な

見通しをもって保育計画を立て実践していくことが必要である。 

・子どもたちが自分から遊びを見つけたり，主体的にかかわって遊んだりすることができる環境に

ついて，教師が計画的に環境構成をすることに努力が必要である。 

分析を踏まえた取組の改善 

・教師が子どもと共に遊ぶ中で，幼児理解を深める。 

・子ども一人一人への願いやねらいを明確にもち，週案を立てる。 

・年間指導計画を見ながら，週案を立て，その中で子どもの姿から指導計画を再構成していく。 

・教員同士の連携を深める。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・PDCA サイクルを活用した週案の見直しと指導計画の再構成 

・保護者・教職員アンケート 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・今年度は教職員の半数以上が異動になり，園の運営や教育実践に精一杯務めているように感じて

いる。子どもたちが安心して園で生活できることが何よりの基本と考えると，先生方がゆとりを

もって教育活動ができるように学校運営協議会としても協力していきたい。 

最終評価 

中間評価時に設定した各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

 

分析を踏まえた取組の改善 

重点目標の達成状況，次年度の課題 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

 



（２）小学校段階への学びにつなぐ「学びに向かう力」を育む 幼小接続の視点 

具体的な取組 

・年間の交流計画作成 

・西院校園連盟の保幼小への保育公開と協議会の開催 

・言葉を豊かにする保育の実践と伝え合いを豊かにする保育実践 

（取組結果を検証する）各種指標 

・交流の事例検討 

・公開保育への保幼小の教員の参加状況 

・子どもの姿の変容 

・保護者アンケート項目「幼稚園・小学校の連携ができている」「先生や友達に自分の気持ちを言葉で

伝えている」教職員アンケート項目「言葉の豊かさを支える保育を実践している」 

 

 

 

中間評価 

各種指標結果 

・小学校との交流の年間計画をたて，学年の始まりに話し合いを持つことができたが，実際の交流は 2 

 学期以降に実施されるため，事例の検討は今後に期待する。 

・５月２３日に西院校園連盟の保幼小に５歳児の保育を公開し，小学校の教員と研究協議をすることが 

できた。 

・子どもの姿からは，言葉と具体的な物や事象とが一致していないなどの姿が見られる。言葉を豊かに

する保育の実践に取り組み，言葉集めやクイズを楽しんだ。 

・保護者アンケートからは，幼小の連携については９５％ができていると評価していただいた。「先生

や友達に自分の気持ちを言葉で伝えている」についてはどちらともいえないが２８・５％あり，課題

がある。教職員アンケートについては，さらに教員の意識向上が必要。 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

幼稚園の研究保育を地域の保小に公開し，共に学ぶ研修の場を持ったことや，小学校の生活科の研 

修会に参加できたことは，互いの教育を学ぶ視点でよい機会となった。また，小学校に出かけ，小 

学校の先生に出会ったり，５歳児が小学校の保健室で体重測定を受ける経験ができたりしたことは 

1 学期の交流として子どもが小学校という場や小学校教員に慣れ親しむという点でよかった。 

豊かな言葉で思いを伝え合う姿をめざし，保育を進めてきたが，子どもたちにとって，自分の使う 

一つ一つの言葉を体験を通して具体的事象と一致させていくことが大切であると考え，実践に取り 

組んできた。今後も 2 学期以降の生活でも大切にしていきたいと考えている。 

また，先生や友達に自分の思いを伝えたいという子どもの気持ちを今後もしっかり受け止め，伝え 

たい気持ちを大切にしていきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

・言葉を豊かにする保育の実践に向け，歌や絵本，言葉遊びの教材研究を進める。 

・言葉を豊かにする保育実践の中で，子どもの姿をみとり，事例をとったり，事例検討をして幼児

理解を深めたりする。 

・子どもが自分の思いを伝えたくなるような，温かい学級づくりに努力する。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 



・交流の事例検討 

・子どもの姿の変容をとらえる 

・保護者・教職員アンケート 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・今年度保護者が積極的に絵本ボランティアの活動をしている。園内での子どもの姿や課題を伝え

ていくことで保護者の意識も変わっていくのではないか。また，地域の絵本ボランティアの読聞

かせを保護者にも一緒に聞いてもらうことも非常に良い取り組みの一つと思う。 

最終評価 

中間評価時に設定した各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

分析を踏まえた取組の改善 

重点目標の達成状況，次年度の課題 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（３）自ら体を動かす意欲を育て，基本的な生活習慣を形成し，自信と自立心を育む心と体・生活習慣 

具体的な取組 

・多様な動きが経験できるようリズム遊び等，身体を動かす遊びを意図的に保育計画に位置づけ，幼児

の姿に応じて実践していく。 

・「健康カード」の活用，保護者との連携を密にし，子どもの自立を促す。 

 

（取組結果を検証する）各種指標 

・子どもの姿の変容 週案の反省評価 

・保護者アンケート項目「望ましい生活習慣が身に付いている」「体を動かして遊ぶことが好きである」 

 

 

中間評価 

各種指標結果 

・リズム遊びを積極的に取組むよう週案に位置付けてきたが，毎日のリズム遊びに細かなねらいを設定 

し，取り組むことができなかった。 

・保護者アンケート項目「望ましい生活習慣が身に付いている」は７６％が当てはまる。「体を動かし 

て遊ぶことが好きである」は９６．５％が当てはまる。 



 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

「健康カード」を今年度も活用できている。しかし，健康カードの確認が遅れ，体の様子を担任

や保健職員で共通理解するのに時間のかかることが多かった。複数の目で子どもの体調を確認し，

保護者も含めて連携をとることが必要である。 

多様な動きが経験できるようリズム遊びをできるだけ毎日保育に取り入れるよう努力してきた。 

また，体を動かして遊びたい子どもの思いをしっかり受け止め，十分に力が発揮できるよう環境 

を考えてきた。しかし，リズム遊びのねらいを教師自身がしっかりと持てていなかったため，経 

験が偏ったり，子どもの思いに沿っていなかったりすることがあった。2学期は大きな行事として 

運動会があり，子どもたちの運動経験が広がったり，深まったりすることが期待される。教師自 

身が子どもにどのような運動経験をしてほしいか，願いとねらいをしっかり持つことが大切であ 

る。 

子どもたちの基本的生活習慣については，毎日の着替えや弁当を食べる時に個別に指導すること 

を心掛けてきた。このことについては個人差が大きいため，年間を通して取り組んでいきたいと 

考えている。 

分析を踏まえた取組の改善 

・子どもの姿からリズム遊びのねらいをはっきり持ち，継続して取り組む。 

・小学校の運動場や公園を活用し，子どもがよりのびのびと体を動かして遊べる環境を工夫する。 

・担任同士，担任と保護者，担任と保健職員などそれぞれが連携をしっかりとし，子どもの体調

をしっかり把握しながら，より健康的な生活習慣が身に付くよう保護者にも啓発する。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・子どもの姿の変容 ・ねらいや環境構成の工夫について週案の反省・評価から見直す  

・保護者・教職員アンケート 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・基本的生活習慣や運動経験を広げていくことは，継続することが重要と考える。 

・運動会等の行事については，準備等，必要ならば手伝いたい。 

最終評価 

中間評価時に設定した各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

 

分析を踏まえた取組の改善 

重点目標の達成状況，次年度の課題 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（４）自己発揮と自己抑制の調和のとれた自律性（折り合う心）を育む保育を推進する 

                      信頼関係・折り合い・自己肯定感・公共心の芽生え 

具体的な取組 

・教師との信頼関係のもと，自己を十分に発揮できる保育の実践。 

・幼児同士のかかわりを深め，仲間意識や自己有用感が持てる保育の実践。 

・葛藤体験やつまずきを大事し，互いの思いを伝え合い，認め合う人間関係の構築 

（取組結果を検証する）各種指標 

・子どもの姿の変容  

・アンケート項目「気の合う友達がいる」「先生や友達に自分の気持ちを言葉で伝えている」「先生や友

達と挨拶している」 

 

中間評価 

各種指標結果 

・教師との信頼関係を築くことには園全体で取り組み，努力してきた。しかし，一部まだ不安定な子 

どもがいると思われる。 

・保護者のアンケート結果らは「気の合う友達がいる」は，A及び B評価が７３．５％。「先生や友達に

自分の気持ちを言葉で伝えている」も A及び B評価が６８％と低い。幼児同士のかかわりについては，

教師の子ども同士をつなぐ援助が不足していたように感じる。「先生や友達と挨拶している」は A 及

び B評価が８１％であった。 

 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

多くの子どもが幼稚園や教員に安心感をもち，安定して幼稚園生活を送っている。このことは教 

師と子どもの信頼関係，教師と保護者の信頼関係が基盤となっていると考えられる。挨拶をすす 

子どもが 80％を超えたことはその表れである。 

担任を含め，教職員の大半が異動したため，子どもたちの安心・安定を一番に考え，保育を進め 

てきたことが良かったと思われる。 

また，その安心感を基盤とし，子どもたちが人とかかわることを楽しいと感じられるよう，子ど 

も同士をつなぐ援助が必要であるが，互いの思いを伝え合う人間関係の構築に関しては，１学期

は，子ども一人一人が自分の思いを大切にできるよう教師が受け止める援助を心がけたが，言葉

で気持ちを伝えられるような援助や，子ども同士が思いを伝え合ったり，ぶつかったりする経験

をより重ねていくことが必要である。 

 

分析を踏まえた取組の改善 

・安心・安定を基盤とし，一人一人が大切にされる保育の実践。 

・子ども同士がかかわりを楽しみ，広げていけるよう教師が子ども同士をつなぐ援助を心掛ける。 



・幼児理解を深め，子どもの気持ちをしっかり受け止め，十分に認める。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・きょうだいグループでの子どもの気持ちの変容  

・アンケート項目「気の合う友達がいる」教職員アンケート「子どもの良いところを子どもに分

かるように認め励ましている」「一人一人の発達に沿った援助をしている」 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・信頼関係・折り合い・自己肯定感・公共心の芽生えといった心の育ちは，周りの大人のかかわ

り方が大きく影響する。幼稚園で，子どもたちは，教師をモデルとし，教師との関係の中で心

が育っていく。先生方にはゆっくりと子どもかかわり，一人一人の姿をしっかりととらえて保

育してほしい。 

 

最終評価 

中間評価時に設定した各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

分析を踏まえた取組の改善 

重点目標の達成状況，次年度の課題 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 


